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4月から教員になる，次世代先生に伺いました。
教職を選んだきっかけや夢，そして……。

大学時代に学んだことで，現場で役に立つと思うことや体験

　体育科教育学を専門とする先生の
研究室に所属したことで，多くの授
業研究会に参加できました。現場の
先生の生の授業を見たり協議に参加
させていただいたりしたことは，自
身の教職意識を高めることにつなが
り，今後の教師生活で役に立つ経験
であったと思います。

東京学芸大学
4年

原田 雄太
　ゼミ活動で行った，発達障がいの
子どもたちのためのスポーツ開発で
す。子どもたちの視点に立って，ゼ
ミ生と協力しながらスポーツを開発
した経験は，今重要なインクルーシ
ブな視点をもった授業を行うことや，
その視点を生かした教材開発につな
がるのではないかと思います。

東京学芸大学
修士課程2年

佐藤 悠太郎
　非常勤講師を経験させていただ
いたことで，学校現場の実態に触
れることができました。講義やゼ
ミ活動で学んだ授業づくりや授業
研究の視点がさらに広がったよう
に感じています。また，子どもと
の多様な関わり方も勉強になって
います。

東京学芸大学
修士課程2年

三枝 志帆
　私は学部，大学院の６年間で小学
校の体育科教育を専門に学んできま
した。現場の先生方の授業研究会や
大学の講義等によって，学ぶことの
本質的なおもしろさを味わわせるこ
とが重要であることを学びました。
そのような授業ができる教師になり
たいと思っています。

東京学芸大学
修士課程2年

糸日谷 真央

座談会!
次世代先生

こんな先生になりたい！ こんなことが不安！
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【佐藤】小学校2年生のときの担任が大好きで，クラス

の雰囲気はそれほどよい感じではなかったのですが，

学校がめちゃめちゃ好きになりました。4年生になった

ときに担任は変わりましたが，その先生のことが本当

に好きで，その先生が顧問だったマーチングのクラブ

活動に入りました。マーチングを今でも続けているきっ

かけになった先生です。そんな先生になりたいなと小

学生の段階から今まで全くぶれずに思い続けています。

【糸日谷】 先生を目指したきっかけに，思い出の先生

がいるということはありません。小学校のときは，二

人の先生に担任してもらいました。担任の先生の存在

感はそんなに意識しなかったですが，学校はとても楽

しかったです。実習をやってみて，担任してもらった先

生方はベテランの先生ならではの学級運営力があった

んだなということを実感しました。学校の先生がいた

から教職に就きたいと思ったのではなく，後から振り

返って先生ってすごかったなということを感じました。 

【原田】 小学校のころはやんちゃ坊主で，担任が大嫌

いで，怒られてばっかりでした。でも先生を目指したきっ

かけは，単純に両親が先生だったことなのかなと思い

ます。いざ自分が何になりたいかと考えたときに，身

近にある職業が先生でした。教員養成大学に入って

教育実習をしてみて，実際に子どもと触れ合ったことで，

単純に子どもと生活することが自分はいちばん楽しい

んだということに気づけました。

【三枝】 私もそうです。両親が高校の教員で，部活をもっ

ていたので，親についていって，部活をしている先生

と生徒の関係を見ていて，私も先生になると何となくイ

メージしました。

どうして先生を目指したの 

【糸日谷】 体育の授業でリレーの実践をしましたが，

そのときに，走ることや運動やリレーが大嫌いだった

と話していたある6年の女の子が「先生，すごくリレー

が楽しくて好きになったよ。」と言ってくれて，そのと

きに本当に先生っていいなと思いました。それが教育

実習のいちばんの思い出です。自分自身の力不足を実

感する経験もしたのですが，楽しさの方が強かったの

で，実習で先生という職に就く思いが強化されました。

【原田】 純粋に実習が楽しかったです。授業が楽しかっ

たというのもありますが，実習の最終日に別れるのが

つらくて，子どもたち全員が泣いてくれるという経験を

しました。もちろん実習生という特別感はあったと思

いますが，子どもから愛されるということはこういうこ

となんだとやりがいを感じました。先生としてこんな授

業がしたいという夢もありますが，根幹はこういう子ど

もたちとの関係性にあると気づき，先生っていい仕事

だと思いました。

【三枝】 大学3年生で附属小でした実習は，1クラスに

数名の実習生がいて，すごく楽しかったのですが，大

学４年生の公立小の実習では，１クラス一人で，いろ

んな教科の授業を一日に何時間もするという経験をし

て，大丈夫かなと思いました。子どもと関わっている

ことはすごく楽しいのですが，仕事として考えたら，授

業っていちばん大事なことだし，子どもと関わっている

ばかりではないので，実習で不安が増えました。

【佐藤】 実習はマイナスかプラスかと言われればプラス

になりました。自分自身が考えてやる授業は楽しかっ

たし，子どもたちの反応や関わりは楽しいと思いました。

でも，小学校のころからなりたいと思い続けてきた職

業がリアルに目の前に来たときに，「職業」なんだと思

う部分が大きかったです。先生ってキラキラしているも

のだと思っていましたが，職員室で考えていることとか，

一人の子どものことを考えていることなどがあることも

具体的に分かり，これってやっぱり仕事なんだと感じ

られました。

教育実習はどうだったか 
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【糸日谷】 先生が忙しいことはよく分かっていますので，

私が考えていることは，とにかく配属が決まった学校

の近くに住むということです。勤務時間内の仕事の内

容を減らして，自分の中で優先順位をつけて効率化し

たいとは思いますが，1年目2年目は教職の経験がない

中で，何が大事なのかが分からないので，自分の体

を壊さずに仕事を一生懸命しっかりやっていくには，

学校の近くに住むという手段をとって，時間を捻出して

やっていこうと思っています。

【佐藤】 どこまで絶対にやらなければいけないかが分

からないですよね。ぼくは，性格的にある程度は決め

られるとは思っていますが，絶対にやらなければいけ

ないことばかりだったら大変だと思います。

【原田】 自分の裁量では決められない現状があると思

います。ぼくは，職員室の雰囲気によって帰る時間な

どを判断すると思います。

【三枝】 私も自分の裁量では決められません。優先順

位をつけるのが苦手で，要領がよくないので心配です。

【糸日谷】 どんな管理職の先生で，どんな指導教諭の

先生かによりますよね。その先生方にどのように思わ

れているかだと思います。どういう環境に4月から入る

のかが未知数だから不安です。どんな学校の雰囲気

かは入ってみなければ分からないので，ある意味楽し

みだけれど，いちばん心配な部分でもあります。

先生って忙しそう。不安は 

【原田】 職場の先輩が困っていることを見つけて，“一

緒に出来ることはないですか？”と話しかけて，それ

をきっかけにするなどがよいと思っています。自分から

の相談ごとばかりでなく，お互いウィンウィンになるよ

うな感じで，物事に取り組めたらよいというのが理想

です。

【佐藤】 愛嬌が必要なんじゃないでしょうか。それこそ，

おもしろいなと思われる部分が必要で，人としておも

しろいなと思われたいです。それが嫌な人もいるだろ

うし，目立つのは嫌だとも思いますが，頑張っている

ところを見せて，“こいつはかわいげがあるな。”と思

われたい，にこにこしていたいと思います。

【三枝】 私は，挨拶が大事だと思っています。“おはよ

うございます！”などの朝の挨拶は，とても大事なん

じゃないかな。若い声が響く職員室っていいと思います。

【佐藤】 職場で味方になってくれる先生を探すと思いま

す。話せる先輩の近くにいたいと思います。

【三枝】 私も，とにかく先輩方に近寄っていく，そばに

いるようにします。そうすると必ずコミュニケーション

がおきると思うからです。

【原田】 仕事があるのに先輩先生に飲みに誘われたと

しても，そういう機会をいただけるということに有難味

を感じて付き合うようにしたいと思います。

先輩との関係づくりどうする 

【小学校教員　一日当たりの勤務時間】

（教員勤務実態調査／平成28年度確定値・文部科学省調べ）

30歳以下

31～40歳

41～50歳

51～60歳
10：56

平成18年度 平成28年度

10：06

10：26
11：03

10：38

10 11 12（時間）

11：22

11：16

11：49

座談会!座座次世代先生
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Q：わたしには人並みの能力がある。

（平成27年・国立青少年教育振興機構調べ）

日本

米国

中国

韓国

とてもそう思う まあそう思う
あまりそう思わない 全くそう思わない

【高校生の意識に関する国際調査】
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【佐藤】 授業がいかにおもしろいかだと思います。そし

て勉強が好きになって，自分が輝けることや好きなも

のがあるぞと思えることによって，自己肯定感は高め

られるのだと思います。でも，先生になった先輩に聞

いたのですが，おもしろい授業を提供しても，その授

業を受けようという姿勢すらないのが自己肯定感が低

い子どもたちなのだそうです。そうなると，どうすれ

ばよいのか見当がつきません。

【原田】 やる気になるのにいちばん大事なのは，その

子が褒められることだと思っています。

【糸日谷】 他者からの肯定的評価って自己肯定感を高

めることになりますよね。私は自己肯定感が低くない

のですが，その理由を考えたとき，自分がスポーツで

実績を出してきたことがあるのだと思います。実績は

他者からの評価でもあるからで，“自分にはこれがあ

る！”という感覚ですね。自分の好きなことをやってさ

らにそれが評価された，結果が出せたというのが自己

肯定感を高めているのだと思います。子どもに対して

は授業だけでなく，生活指導や普段の学校生活の中

など，いろんな場面で褒めるとよいと思っています。

【三枝】 中学で非常勤をしていますが，自分に自信が

ないのか毎日暗い表情で学校に来て，“体育の授業は

やる気がないから見学します。”というような生徒がい

ました。「これだけでもやって」と働きかけて，“あな

たがいるからこれができる。”というようなことを見つ

子どもをやる気にするには けて与えてあげてみました。得点係とかちょっとしたこ

とでも認めてあげて，その子を主役に出来る場面をつ

くってあげると，その子は変わってきました。居場所や

役割を与えてあげることは大事なのだと実感しました。

【原田】 教育実習で教わったのは，座席表に気づいた

ことをとにかく書いていくことです。授業観察ですね。

一人ひとりに対して気づいた特徴を細かいことでもよい

ので書いておくと，いざ自分が授業をやるときに楽で

した。自分の中で応用ができました。

【糸日谷】 私の実習先では，自分の授業だけではなくて，

他の実習生の授業の記録もつけることになっていまし

た。他者の授業は客観的に見とれるので大切だという

ことでした。一日の中でその子どもが輝いた場面，よ

かったところとか，やる気になったところとかをひと言

くらいずつ毎日記録していました。先生になったら，

休み時間もできるだけ子どもたちと一緒に過ごして，

いろんな面を見て記録するということをしたいと思い

ます。

【三枝】 とにかく子どもと話して，コミュニケーションを

増やすことだと思っています。一人ひとりの子どもが考

えていることを全部聞くのは難しいとは思いますが，授

業中でも，休み時間でも，たくさん話をしたり授業の

感想ノートを見たりするのがよいと思っています。

子どもたちを理解するには 
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ケーションするとはいっても，話すより書くことが好き

な子どももいると思うので，子どもと同じ目線で話した

り，返事を書いたりしてあげたい。内容はくだらない

ことでもよいと思っています。子どもからしたら，“先生

は分かってくれている。”というような認識につながる気

がします。そうした試みを大切にしたいと思っています。

【三枝】 学級通信の題名を何にするか考えています。

非常勤先の中学校の担任の先生は，毎日，子どもた

ちの様子が分かる写真と簡単な手書きのコメント付き

の学級通信を出していました。子どもの様子を保護者

に伝えているのがすごくいいなと思いました。保護者

は自分の子どもの学校での様子が分かって安心できる

と思うからです。その先生は高跳び専門の先生だった

ので，学級通信タイトルは「ウルトラジャンプ」として

いました。下段部には切り取り線があり，保護者から

何かあればメッセージを書いてくださいというものでし

た。意外とそこに書いてくる保護者もいると聞いたので，

その形式もいいなと思いました。子どもの様子を何ら

かの形で保護者に発信していきたいという気持ちはあ

ります。

日記 日
記日記日記 日

記日記日記日
記日記日記日

記日記

【佐藤】 教育実習で授業をしている中で，子どもたちの

目がすごく気になっていました。こちらをすごく見てい

る子どもと，違うところを見ている子どもなどいろいろ

いました。なので，ぼくがやろうと思っていることは，

1時間の授業の中で全員と目を合わせるということです。

忙しくて毎日記録をとったり，感想にしっかり目を通し

たりする時間もない場合は，最低限，一人ひとりの目

をしっかり見てあげることによって，その子のことが理

解できるのではないかと思っています。

【糸日谷】 私は，理解しにくい子どもがいたら，学校

だけでなく，その子がどういう環境で育って，どうい

う子なのかということを保護者の方とか，前の学年の

先生などからお聞きしようと思います。その子自身から

だけでは見えてこない部分の情報収集をして，周りの

部分からでも理解してみようと考えます。

【佐藤】 ぼくは，小学校の宿泊行事の引率の手伝いを

したときに，先生という立場を超えて，一人の人間とし

て子どもと向き合うと，その子の見え方が変わってくる，

その子が自分を見る目が変わってきたということを体

験しました。本当につかめない子どもがいたときには，

先生と子どもという関係ではなく，人と人としての関わ

りを意識することも大切ではないかと思いました。

【三枝】 小学校のころを振り返ったときに，あまりにも

縦の関係が強い先生は苦手だった記憶があるので，子

どもとの「上下関係」というのはあまり好きではないで

す。横並びすぎても違うと思いますが，支えるというか

“一緒に”という関係でありたいなとは思っています。

【原田】 新任としてチャレンジしてみたいことは，子ど

もたちとの交換日記をしたいと思っています。コミュニ

チャレンジしてみたいことは 

座談会!座座次世代先生
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〜座談会を終えての感想〜

●先生を目指している人たちとこのようなテーマで話ができて新鮮でした。
●今回のように，先生になってからの話を口に出すと，「決意になる！」と思いました。
●あいまいだった，先生という職業に対する自分の思いを再確認できてよかった。
●何年か経ったら，今の気持ちがどう変わって，それぞれがどう頑張っているか，何に悩んでいるか語り合いたい。

糸日谷 真央さん

三枝 志帆さん

原田 雄太さん

佐藤 悠太郎さん

　輪は，思いやりをもって，みんなと接し
てほしいという願いです。ちょっとしたこ
とでもお互いに気づいて触れあってほしい。
みんなで繋がっている感もほしいので，
「和」ではなくて「輪」を考えました。

「輪」をテーマにしたクラス

　子どもたちと相思相愛で
いたいです。みんながぼく
のことを好きだし，ぼくも
みんなのことを好きだし，
子どもたちはクラス仲間た
ちのことみんなが好きとい
う関係をつくりたいとすご
く思っています。

「愛」みんなが
Loveのクラス

　抽象的ではありますが，
華やかさのある，カッコい
い，イケている，一人ひと
りが自信に満ち溢れている
熱いオーラがあるクラスに
したいと思います。

華のあるクラス

　自分が，そのクラスの中でやりたく
てやっているという状態，一人ひとり
が主体的にやりたいと思っていろんな
活動に取り組んでいると結果的に輪に
もなるだろうし，同じ方向を向いてい
ることになる
と思うので，
まず主体性を
大事にしたい
と思います。

一人ひとりが
主役のクラス

こんなクラスをつくりたい！

16




